
 
 

一

 
 
 

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

第
三
条
及
び
第
四
条
の
改
正
規
定
の
前
に
、
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

 

目
次
中
「
第
三
十
八
条
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
」
に
改
め
る
。 

 

第
九
条
の
改
正
規
定
中
「
同
条
第
十
二
項
」
を
『
同
条
第
十
二
項
中
「
結
果
」
の
下
に
「
並
び
に
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
講
じ
た
措
置
及
び
そ
の
結
果
」
を
加
え
、
同
項
』
に
改
め
る
。 

 

第
十
一
条
の
改
正
規
定
中
「
第
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
十
四
条
第
三
項
」
に
、
「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に

改
め
る
。 

 

第
十
四
条
第
三
項
を
改
め
、
同
項
に
後
段
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
第
十
四
条
第
三
項
中
」
を
『
第
十
四
条
の
見
出
し
を
削

り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
特
定
鳥
獣
に
係
る
特
例
）
」
を
付
し
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
条
第
三
項
」
を
「
第
四

条
第
三
項
、
第
七
条
第
四
項
及
び
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
鳥
獣
の
捕
獲
等
の
数
の
制
限
に
つ

い
て
、
第
四
条
第
三
項
」
に
、
』
に
、
「
第
二
項
」
を
「
第
三
項
」
に
、
「
同
条
第
三
項
」
を
『
第
十
二
条
第
三
項
中
「
前
二

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
条
第
二
項
」
と
、
「
環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、



 

二

「
当
該
対
象
狩
猟
鳥
獣
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
特
定
鳥
獣
」
と
、
第
三
十
四
条
第
三
項
』
に
、
「
第
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第

十
四
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
同
条

第
四
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
、
「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
、
「
同
条
第
二
項
と
し
」
を
「
同
条
第
三
項
と

し
」
に
、
「
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
」
を
「
第
一
項
及
び
第
二
項
と
し
て
次
の
二
項
」
に
改
め
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。 

２ 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
区
域
の
指
定
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
鳥
獣
の
捕
獲
等
の
数
を
制
限
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

第
十
四
条
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

 

第
十
四
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

第
十
四
条
の
二 

都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
鳥
獣
の
数
の
変
化
そ
の
他
の
事
情
の
変
化
に
よ
り
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
区

域
の
指
定
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
、
又
は
そ
の
指
定
を
継
続
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
指
定
を
解
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 
 

三

２ 

第
三
十
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
解
除
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
そ
の
旨
並
び
に
そ
の
名
称
、
区
域
及
び
存
続
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
旨
及
び
解
除
に
係
る
区

域
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
く
く
り
わ
な
又
は
と
ら
ば
さ
み
を
使
用
す
る
猟
法
の
禁
止
） 

第
十
四
条
の
三 

く
く
り
わ
な
（
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
と
ら
ば
さ
み
を
使
用
す
る
猟
法
に

よ
り
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

第
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
中
「
第
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
『
第
十
六
条
第
一
項
中
「
も
の
」
の
下
に

「
、
く
く
り
わ
な
又
は
と
ら
ば
さ
み
」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
』
に
改
め
る
。 

 

第
十
六
条
第
三
項
の
改
正
規
定
中
「
改
め
る
」
を
「
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
」
に
改
め
、
同
改
正
規
定
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

（
捕
獲
等
の
目
的
と
す
る
鳥
獣
以
外
の
鳥
獣
の
保
護
） 

第
十
六
条
の
二 

目
的
と
す
る
鳥
獣
以
外
の
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
猟
具
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
猟
具



 

四

（
次
項
に
お
い
て
「
指
定
猟
具
」
と
い
う
。
）
を
使
用
し
て
鳥
獣
等
の
捕
獲
等
を
行
う
者
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
捕
獲
等
の
目
的
と
す
る
鳥
獣
以
外
の
鳥
獣
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
猟
具
を
使
用
し
て
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
行
う
者
は
、
捕
獲
等
の
目
的
と
す
る
鳥
獣
以
外
の
鳥
獣
で
捕
獲
等
を
し
て
は
な

ら
な
い
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
環
境
省
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当

該
鳥
獣
を
解
放
す
る
こ
と
そ
の
他
の
当
該
鳥
獣
の
保
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
八
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
二
十
八
条
の
二
第
六
項
中
「
第
二
項
」
の
下
に
「
（
く
く
り
わ
な

及
び
と
ら
ば
さ
み
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。 

第
三
十
八
条
の
改
正
規
定
中
「
改
め
る
」
を
「
改
め
、
第
四
章
第
一
節
中
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
」
に
改
め
、
同

改
正
規
定
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

（
わ
な
の
設
置
に
つ
い
て
の
周
知
） 

第
三
十
八
条
の
二 

わ
な
（
人
の
生
命
又
は
身
体
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
も
の
と
し
て
環
境

省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
を
使
用
し
て
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
す
る
者
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の

設
置
に
つ
い
て
、
設
置
す
る
場
所
の
周
辺
の
居
住
者
そ
の
他
の
者
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 
 

五

 
第
六
十
二
条
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

 

第
六
十
六
条
中
「
結
果
」
の
下
に
「
並
び
に
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
講
じ
た
措
置
及
び
そ
の
結
果
」
を
加
え

る
。 

 

第
七
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
国
民
等
の
意
見
の
聴
取
） 

第
七
十
八
条
の
二 

環
境
大
臣
及
び
都
道
府
県
知
事
は
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
施
策
に
国
民
又
は
住
民

の
意
見
を
反
映
し
、
関
係
者
相
互
間
の
情
報
及
び
意
見
の
交
換
の
促
進
を
図
る
た
め
、
当
該
施
策
の
実
施
状
況
を
公
表
し
、

当
該
施
策
に
つ
い
て
広
く
国
民
又
は
住
民
の
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
七
十
九
条
の
改
正
規
定
中
『
第
十
四
条
第
二
項
」
に
』
を
『
第
十
四
条
第
三
項
」
に
』
に
、
「
第
十
四
条
第
三
項
」
を

「
第
十
四
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
十
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
改
め
、
同
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
第
十
四
条
第
二
項
」
を

「
第
十
四
条
第
三
項
」
に
、
「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
十
四
条
の
改
正
規
定
中
「
第
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
十
四
条
第
四
項
」
に
改
め
、
「
第
十
二
条
第
三
項
」
の
下
に



 

六

「
（
第
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
十
四
条
第
二
項
」
を
、
「
同
項
第
五
号
中
」
の
下

に
『
「
第
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
十
四
条
の
三
、
第
十
五
条
第
四
項
」
に
改
め
、
』
を
、
『
第
六
項
」
』
の
下
に
『
を
加
え
、

同
条
第
二
項
中
「
第
五
号
（
」
の
下
に
「
第
十
四
条
の
三
、
」
』
を
加
え
る
。 

 

第
八
十
六
条
第
一
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
第
八
十
六
条
第
一
号
」
を
『
第
八
十
六
条
第
一
号
中
「
第
十
八

条
」
を
「
第
十
六
条
の
二
、
第
十
八
条
」
に
改
め
、
同
号
』
に
改
め
る
。 

 

第
八
十
六
条
第
二
号
の
改
正
規
定
中
「
改
め
る
」
を
「
改
め
、
同
条
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
」
に
改
め
、
同
改

正
規
定
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

四
の
二 

第
三
十
八
条
の
二
の
規
定
に
違
反
し
て
周
知
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
い
で
わ
な
を
設
置
し
た
者 

 

附
則
中
第
七
条
を
第
八
条
と
し
、
第
六
条
を
第
七
条
と
し
、
第
五
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
わ
な
の
設
置
に
つ
い
て
の
周
知
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
五
条 

新
法
第
三
十
八
条
の
二
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
設
置
す
る
わ
な
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
設
置
し
た
わ

な
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

 


